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元気いっぱい丹波小学校１・２年生のスケート教室で、「すべって転んでハイポーズ」

印刷・（株）少國民社

・村議会

・どうなるの？丹波山村

・消防団出初式

・成人式

・お知らせ

主な内容
人口と世帯

（16年1月末現在）

人口 877人
男 425人
女 452人
世帯 382戸
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丹
波
山
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
十
五
年
度
の
期
末
手
当
が
年
三．

五
ヶ

月
分
か
ら
年
三．

三
ヶ
月
分
に
引
下
げ
。

丹
波
山
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
の

一
部
改
正

平
成
十
五
年
度
の
村
長
等
の
期
末
手
当
が
年

四．

六
五
ヶ
月
分
か
ら
年
四．

四
〇
ヶ
月
分
に

引
下
げ
。

丹
波
山
村
教
育
委
員
会
教
育
長
等
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
十
五
年
度
の
教
育
長
の
期
末
手
当
が
年

四．

六
五
ヶ
月
分
か
ら
年
四．

四
〇
ヶ
月
分
に

引
下
げ
。

丹
波
山
村
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

（
主
な
も
の
）

平
成
十
五
年
度
の
期
末
手
当
が
年
三．
二
五
ヶ

月
分
を
年
三．
〇
〇
ヶ
月
分
に
引
下
げ
、勤
勉
手
当

を
年
一．
四
〇
ヶ
月
分
に
据
え
置
き
、合
計
で
年
四．

六
五
ヶ
月
分
か
ら
年
四．
四
〇
ヶ
月
分
に
引
下
げ
。

丹
波
山
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
選
任
の
件

河
村
康
治
さ
ん
（
奥
秋
）
が
平
成
十
五
年
十

二
月
三
十
一
日
付
け
で
退
任
し
、
そ
の
後
任
の

委
員
と
し
て
小
池
文
夫
さ
ん
（
上
組
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

丹
波
山
村
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

承
認
の
件

十
一
月
九
日
の
「
第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
」
の
実
施
に
よ
り
選
挙
費
が
不
足
し
、

や
む
を
得
ず
増
額
の
た
め
の
専
決
処
分
を
し
た

も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
一，

八
七
四
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

一，

五
七
一，

四
五
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

丹
波
山
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
回
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
三，

九
二
五
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

一，

五
八
五，

三
七
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
も

地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
な
か
、

丹
波
山
村
議
会
の
定

例
会
が
三
月
に
開
か

れ
ま
す
。
三
月
定
例

会
は
四
月
か
ら
始
ま
る
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
を
は
じ
め
、
重
要
な
議
案
が
い
く
つ
も

提
出
さ
れ
議
論
さ
れ
る
大
切
な
会
議
で
す
。
合
併

特
例
法
は
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
で
期
限
切

れ
と
な
り
ま
す
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
法
律
が

で
き
地
方
交
付
税
が
ど
の
よ
う
に
丹
波
山
村
に
交

付
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
合
併

す
る
か
し
な
い
か
今
後
の
丹
波
山
村
の
姿
を
決
め

る
本
当
に
重
要
な
一
年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

丹
波
山
村
に
は
「
丹
波
山
村
議
会
傍
聴
規
則
」

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
簡
単
な
手
続
き
で
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〔
第
四
条
「
会
議
を
傍
聴
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
場
所
で
自
己
の
住
所
、

氏
名
及
び
年
齢
を
傍
聴
人
受
付
簿
に
記
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」〕

平
成
十
六
年
は
村
民
み
ん
な
で
も
う
一
度
「
ふ

る
さ
と
丹
波
山
村
」
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
役
場
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話
　
８
８
―
０
２
１
１
）

丹 波 山 村 議 会

丹波山村議会

12月定例会

村議会の12月定例会が
平成15年12月19日に招
集され、会期４日で審議
されました。主なものは
次のとおりです。

丹波山村議会

臨 時 会

平成15年11月25日に
「丹波山村議会臨時会」が
招集され、次のような内
容が審議されました。

議

会

を
傍

聴

し

よ

う

！
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●
南
部
町
（
平
成
十
五
年
三
月
一
日
）

富
沢
町
と
南
部
町
の
二
町
が
合
併
。

●
南
ア
ル
プ
ス
市
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
）

八
田
村
・
白
根
町
・
芦
安
村
・
若
草
町
・
櫛
形
町
・
甲
西
町
の
六
町
村
が
合
併
。

●
富
士
河
口
湖
町
（
平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
）

河
口
湖
町
・
勝
山
村
・
足
和
田
村
の
三
町
村
が
合
併
。

○
竜
王
町
・
敷
島
町
・
双
葉
町
合
併
協
議
会

合
併
期
日
は
平
成
十
六
年
九
月
一
日
、
新
市
名
称
を
「
甲
斐
市

か

い

し

」
に
決
定
。

○
石
和
町
・
御
坂
町
・
一
宮
町
・
八
代
町
・
境
川
村
・
春
日
居
町
合
併
協
議
会

合
併
目
標
期
日
を
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
、
新
市
名
称
を
「
笛
吹
市

ふ
え
ふ
き
し

」
と
決
定
。

○
下
部
町
・
中
富
町
・
身
延
町
合
併
協
議
会

合
併
期
日
を
平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
、
新
町
名
称
を
「
身
延
町
」
に
決
定
。

○
峡
北
地
域
合
併
協
議
会（
明
野
村
・
須
玉
町
・
高
根
町
・
長
坂
町
・
大
泉
村
・
白
州
町
・
武
川
村
）

合
併
目
標
期
日
を
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
、
新
市
名
称
を
「
北
杜
市

ほ

く

と

し

」
に
決
定
。

○
甲
府
市
・
中
道
町
・
芦
川
村
・
上
九
一
色
村
合
併
協
議
会

○
玉
穂
町
・
昭
和
町
・
田
富
町
合
併
協
議
会

○
東
山
梨
地
域
合
併
協
議
会
（
塩
山
市
・
山
梨
市
・
牧
丘
町
・
勝
沼
町
・
三
富
村
・
大
和
村
）

○
上
野
原
町
・
秋
山
村
合
併
協
議
会

○
市
川
大
門
町
・
六
郷
町
・
鰍
沢
町
任
意
合
併
協
議
会

任
意
合
併
協
議
会
の
解
散
を
決
定
。（
平
成
十
六
年
一
月
十
四
日
）

○
都
留
市
・
西
桂
町
・
秋
山
村
・
道
志
村
合
併
協
議
会

合
併
協
議
会
の
解
散
を
決
定
。（
平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
）

昨
年
一
月
に
「
市
町
村
合
併
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
村
民
の
皆
様
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、そ
れ
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
確
認
す
る
と
合
併

に
つ
い
て
五
十
一．

六
％
が
賛
成
と
回

答
し
、
合
併
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、「
青

梅
市
・
奥
多
摩
町
・
小
菅
村
・
丹
波
山

村
」
と
答
え
た
方
が
五
十．

一
％
、「
奥

多
摩
町
・
小
菅
村
・
丹
波
山
村
」
と
答

え
た
方
が
三
十
二．

九
％
、
合
わ
せ
て

八
十
三
％
（
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
六
七

一
人
中
五
五
七
人
）
の
方
が
東
京
都
側

と
の
合
併
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
結
果
で
し
た
。
村
で
は
そ
の
後
担
当

課
長
に
よ
る
情
報
交
換
や
検
討
会
を
重

ね
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
十
分
尊
重
し
た
形

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

先
月
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
「
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
」
に
は
、
十
二
月
十
六

日
に
奥
多
摩
町
を
訪
ね
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
奥
多
摩
町
長
に
伝
え
る
と
と

も
に
合
併
に
関
す
る
話
し
合
い
を
行
っ
た

と
き
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
奥
多
摩
町
長
の
返
事
を
改
め

て
紹
介
す
る
と
、『
今
後
青
梅
市
を
含
め

た
合
併
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
る
が
、
丹
波

山
村
、
小
菅
村
を
含
め
て
現
行
の
合
併

特
例
法
の
期
限
内
（
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
）
の
合
併
は
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

い
て
い
る
法
的
事
務
手
続
き
を
考
え
る
と

無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
道

州
制
と
い
う
考
え
が
進
め
ば
多
く
の
選
択

肢
が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
現
時

点
で
は
山
梨
県
、
東
京
都
と
い
う
県
境

越
え
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の

で
、
情
報
の
交
換
を
積
極
的
に
進
め
な
が

ら
行
政
域
を
越
え
た
共
同
事
務
の
検
討
を

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
丹
波
山
村
長
、
小
菅
村
長
が
来
庁
し

て
地
域
の
住
民
が
奥
多
摩
町
を
含
め
た
合

併
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
承
知
し
ま
し
た

の
で
、
何
ら
か
の
機
会
に
町
議
会
に
は
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。』
と
の
事
で
し
た
。

「
県
境
越
え
」
と
い
う
問
題
を
抱
え

な
が
ら
村
で
は
今
後
も
奥
多
摩
町
と
は
粘

り
強
く
情
報
交
換
、
共
同
事
務
の
検
討

研
究
を
行
い
、
良
好
な
関
係
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
七
年
三
月
末
で
期
限
が

切
れ
る
現
行
の
市
町
村
合
併
特
例
法
に
変

わ
り
「
新
市
町
村
合
併
法
（
案
）」
が
今
国

会
に
提
案
さ
れ
、
三
月
中
に
新
法
が
制
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
は
現
行
の
合
併

特
例
法
並
び
に
新
合
併
法
を
十
分
に
検
討

し
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
の
ご
希
望
に
添

え
ま
す
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
梨
県
内
の
市
町
村
合
併
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
平
成
十
六
年
二
月
一
日
現
在
）

合
併
が
決
定
し
た
市
町
村

合
併
し
た
市
町
村

協
　
　
　
議
　
　
　
中

そ
　
　
　
の
　
　
　
他
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一
月
十
八
日
（
日
）、
丹
波
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
「
丹
波
山
村
消
防
団
出

初
式
」
が
前
日
に
降
っ
た
雪
が
残
る
な

か
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
れ
ほ
ど
寒
く
も
な
く
気
持

ち
の
良
い
青
空
の
下
、
来
賓
の
皆
様
を
は

じ
め
大
勢
の
村
民
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
出
初
式
が
始
ま
り
、
訓
練
礼
式
や
ポ

ン
プ
車
操
法
で
は
、
日
頃
の
訓
練
で
鍛
え

ら
れ
た
力
を
十
分
発
揮
し
、
舩
木
昭
和

団
長
以
下
四
十
一
名
の
団
員
に
よ
る
威

風
堂
々
と
し
た
式
典
で
あ
り
ま
し
た
。
団

長
訓
示
で
は
、
今
後
団
員
数
が
減
少
し

て
い
く
状
況
に
ふ
れ
、
消
防
団
員
だ
け
で

な
く
、
村
民
み
ん
な
で
丹
波
山
村
を
守
っ

て
い
く
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
意
識
を
村
民
の
皆

様
に
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
も
無
火
災
で
災

害
の
な
い
村
で
あ
る
よ
う
に
決
意
を
新
た

に
し
、
防
災
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
後
も
消
防
団
に
対
す
る
村

民
の
方
々
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
式
典
の
な
か
で
表
彰
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

★
山
梨
県
消
防
協
会
表
彰

・
竿
頭
綬

丹
波
山
村
消
防
団

・
乙
種
功
労

第
一
部
　
班
　
長
　
守
屋
　
保
志

第
一
部
　
班
　
長
　
武
井
　
明
信

★
消
防
関
係
功
労
者

地
域
振
興
局
長
表
彰

第
二
部
　
部
　
長
　
廣
瀬
　
浩
蔵

★
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

第
二
部
　
班
　
長
　
白
木
　
孝
郎

第
二
部
　
班
　
長
　
吉
野
　
一
也

本
部
付
　
班
　
長
　
木
下
　
喜
人

第
一
部
　
団
　
員
　
酒
井
由
記
夫

★
防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰

本
部
付
　
班
　
長
　
木
下
　
武
久

第
一
部
　
団
　
員
　
坂
本
　
　
仁

第
一
部
　
団
　
員
　
山
本
　
栄
二

★
村
長
表
彰

・
二
十
五
年
勤
続

団
　
長
　
舩
木
　
昭
和

★
団
長
表
彰

・
二
十
年
勤
続

第
二
部
　
班
　
長
　
田
中
　
節
男

第
二
部
　
班
　
長
　
橋
詰
　
　
修

・
十
五
年
勤
続

第
一
部
　
班
　
長
　
守
屋
　
保
志

本
部
付
　
班
　
長
　
木
下
　
和
彦

第
一
部
　
団
　
員
　
岡
部
　
　
茂

・
十
年
勤
続

第
二
部
　
班
　
長
　
吉
野
　
一
也

第
二
部
　
班
　
長
　
岡
部
　
隆
一

本
部
付
　
班
　
長
　
木
下
　
喜
人

本
部
付
　
班
　
長
　
木
下
　
武
久

第
一
部
　
団
　
員
　
青
柳
　
秀
和

本
部
付
　
団
　
員
　
芦
澤
将
一
郎

本
部
付
　
団
　
員
　
長
谷
川
達
弥

第
一
部
　
団
　
員
　
守
岡
　
公
寿

第
一
部
　
団
　
員
　
河
村
　
　
仁

・
精
勤
章

第
一
部
　
班
　
長
　
守
屋
　
保
志

第
二
部
　
班
　
長
　
松
島
　
信
一
　
　
　

第
二
部
　
班
　
長
　
河
村
　
直
樹

第
一
部
　
団
　
員
　
守
岡
　
公
寿

第
二
部
　
団
　
員
　
吉
野
は
や
と

本
部
付
　
団
　
員
　
杉
浦
　
宏
治

▲多数の村民の皆様に見守られながら「放水開始！」
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消
防
団
か
ら

一
月
十
八
日
（
日
）
に
実
施
し
た

『
消
防
団
出
初
式
』
で
は
、
多
数
の
村
民

の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
会
に
挙
行

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
ご
芳
志
を

い
た
だ
き
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
芳
志
を
大
切
に
し
、
今
後

の
消
防
団
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
隣
保
回
覧
に
て
「
芳
名
簿
」

を
回
覧
し
ま
し
た
が
事
務
局
の
誤
り
で
一

部
記
載
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
事
に

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
こ

の
よ
う
な
誤
り
が
な
い
よ
う
十
分
注
意
し

て
ま
い
り
ま
す
。

3月1日（月）～3月7日（日）までの一
週間、全国春の火災予防運動が実施されます。
期間中は丹波山村消防団でも訓練を計画して
いるようですが、村民の皆様も火の取扱いに
は十分気をつけ火災予防に取り組みましょ
う。「火の用心」

春の火災予防運動

平
成
十
六
年
丹
波
山
村
成
人
式
が

一
月
二
日
（
金
）
に
中
央
公
民
館
で
厳

粛
か
つ
晴
れ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
六
名
（
男
性
三
名
、

女
性
三
名
）
で
、
小
菅
村
出
身
の
舩
木

政
和
さ
ん
を
除
く
五
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
姿

や
羽
織
袴
姿
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
姿
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
華

や
か
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

「
成
人
の
日
」（
一
月
十
四
日
）
は
、

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
い

自
ら
の
力
で
生
き
抜
こ
う
と
す
る
皆
さ
ん

を
励
ま
す
日
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
丹
波
山
村
で
も
、
将
来
を
担
う
大
切

な
新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
し
、
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲橋詰　ちえさん

▲今年も無火災・災害のない村でありますように

▲訓練礼式、みんなそろって「まわれ～右」

▲舩木　弘允さん

▲岡部　千秋さん▲酒井　　望さん ▲岡部　大輔さん
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施　設　区　分
利　　用　　区　　分

午　前 午　後 夜　間 全　日

中央公民館
会議室 2,060円 2,260円 2,780円 5,870円

和　室 1,030円 1,230円 1,540円 3,290円

鴨澤公民館
会議室 1,000円 1,200円 1,500円 3,200円

和　室 800円 1,000円 1,300円 2,700円

保之瀬公民館
会議室 820円 1,030円 1,330円 2,780円

和　室 510円 720円 920円 1,850円

所畑公民館 和　室 510円 720円 920円 1,850円

押垣外公民館
会議室 820円 1,030円 1,330円 2,780円

和　室 510円 720円 920円 1,850円

村
内
に
は
中
央
公
民
館
、
鴨
沢
公
民

館
、
保
之
瀬
公
民
館
、
所
畑
公
民
館
、

押
垣
外
公
民
館
の
五
つ
の
公
民
館
が
設

置
さ
れ
、
各
公
民
館
に
あ
る
会
議
室
・

和
室
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、「
丹
波
山
村
公
民
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
第
七
条
に

『
公
民
館
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、別

表
に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
前
納
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。』と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
を
使
用
す
る
場
合
は
、
教
育

委
員
会
と
区
長
に
相
談
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
使
用
料
は
表
１
の
と
お

り
で
す
。

※
奥
秋
・
高
尾
地
区
に
設
置
し
て
あ
る
施

設
は
、「
丹
波
山
村
集
会
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
定
め
る
『
集

会
所
』
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
会
議

室
・
和
室
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
役
場
振
興
課
と
区
長
に

相
談
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
料

は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

〈備考〉 利用区分は、次による。午前は9時から正午まで。
午後は1時から5時まで。夜間は、6時から10時まで。
全日は、午前9時から午後10時まで。

表2 集会所使用料

表1 公民館施設使用料

施　設　区　分
利　　用　　区　　分

午　前 午　後 夜　間 全　日

会　　議　　室 820円 1,030円 1,330円 2,780円

和　　　　　室 510円 720円 920円 1,850円

役
場
に
あ
る
防
災
無
線
の
本
体
機
械

と
各
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機

は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
で
十
九
年
が
経
過
し
所
々
に

不
都
合
が
生
じ
て
お
り
、
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
振
興
課
の
新
山
村
振
興
等

農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
の
「
丹
波
山

村
情
報
通
信
施
設
整
備
事
業
同
報
無
線

整
備
工
事
」
と
総
務
課
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成

事
業
）
に
よ
り
防
災
無
線
の
本
体
機
械

と
各
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機

を
新
し
い
も
の
と
交
換
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
村
内
全
戸
の
戸
別
受
信
機
が

新
し
い
も
の
と
交
換
さ
れ
る
の
は
三
月
末

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

本
体
機
械
と
戸
別
受
信
機
の
交
換
の

九
十
七
％
を
振
興
課
の
事
業
で
実
施
し
、

事
業
費
の
五
十
％
を
国
、
十
％
を
県
、
四

十
％
を
村
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
一
方
残

り
の
三
％
は
総
務
課
事
業
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
、
宝

く
じ
の
広
報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
鴨
沢
地
区
自
主
防
災
組
織

を
申
請
し
、
県
内
六
市
町
村
の
一
つ
に

選
ば
れ
、
総
事
業
費
二
〇
〇
万
円
の
う

ち
の
一
〇
〇
万
円
が
助
成
金
と
し
て
交
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
鴨
沢
地
区
の
各
家
庭

に
配
置
す
る
戸
別
受
信
機
に
は
「
宝
く
じ

マ
ー
ク
」
が
張
ら
れ
て
お
り
、
宝
く
じ
の

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
助

成
事
業
に
は
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

の
他
に
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

青
少
年
健
全
育

成
事
業
が
あ
り

ま
す
の
で
今
後

も
こ
の
助
成
事

業
を
申
請
し
て

い
き
ま
す
。
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丹波山村年齢別人口（推計）

79 47 30
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年少人口（０～14歳）

生産年齢人口（15～64歳）

老年人口（65歳～）

総人口

2000年 2015年 2030年

12月31日、国立社会保障・人口問題研究所は、「市区町
村別人口推計」を公表しました。この資料を見ると丹波
山村の人口は、11年後の2015年には588人、26年後の2030
年には377人、という数字が出ています。2000年の国勢調
査の人口（866人）を使って推計しているので、実際にこ
の数字になるということではありませんが、このまま進ん
でいくとこの数字に近づくことが予想されます。
推計は国立社会保障・人口問題研究所のホームページ

で閲覧できます。

2030年の
丹波山村は
人口377人？

丹波山温泉「のめこい湯」をご利用いただき、
ありがとうございます。今年もよろしくお願いし
ます。
さて、１月１日（木）に実施しました「新年丹
波山温泉のめこい湯大抽選会」は大勢の来場者
の皆様に喜んでいただきました。抽選会に協賛い
ただきました村内業者の皆様に改めて御礼申し上
げます。協賛点数が多かったので来場者全員に
空クジ無しで景品を当てていただくことができ大
盛況のうちに終了することができました。
今後ともこのようなイベントを計画させていた
だきたいと思いますので、その際にも今回同様ご
協力いただきますようよろしくお願いいたします。

このたび、丹波山
温泉のめこい湯では
村内の高齢者が温泉
施設を利用すること
により、健康増進を
図ることを目的とし
て、77歳以上の方に「高齢者無料券」を交付す
ることになりました。施設を利用する場合、高齢
者無料券をフロントに提示すると施設使用料が免
除になります。ただし、交付を受けようとする方
は、「高齢者無料券交付申請書」及び本人の住民
票若しくは保険証等住所が確認できるものを村長
に提出しなければなりません。
詳しい内容については、のめこい湯（８８－０
０２６）又は役場振興課（８８－０２１１）に連
絡してください。

協賛業者に感謝！

のめこい湯「高齢者無料券」を交付します。
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お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
少
し
で
も
不

安
の
あ
る
方
の
た
め
に
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
言
語
聴
覚
士
の
資
格
の
あ
る
教
員

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

◇
日
　
時

三
月
二
十
一
日（
日
）〜
二
十
二
日（
月
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◇
場
　
所

県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
一
〇
〇
九
番
地
）

乳
幼
児
教
育
相
談
室

◇
対
象
児

０
歳
児
よ
り

◇
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の

ア
ド
バ
イ
ス

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

◇
申
し
込
み

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予

約
し
て
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
乳
幼
児
教
室

金
子

電
話

０
５
５
３
―
２
２
―
１
３
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５
３
―
２
２
―
６
４
１
９

日
頃
か
ら
様
々
な
手
芸
に
親
し
ん
で
い

る
グ
ル
ー
プ
が
集
う
「
み
ん
な
の
手
芸

展
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
日
　
時

二
月
二
十
八
日（
土
）〜
三
月
三
日（
水
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
三
月
三
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
場
　
所

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
二
二
七
七
―
三
）

◇
作
　
品

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
編
み
物
・
織
物
・
粘

土
細
工
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
陶
芸
・

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
・
ク
レ
イ
フ
ラ

ワ
ー
・
ち
ぎ
り
絵
・
切
り
絵
・
押
し
花
・

生
活
小
物
細
工
・
絵
手
紙
な
ど

◇
問
い
合
わ
せ

（
財
）
山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー

電
話

０
５
５
５
―
２
４
―
４
４
０
６

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
等

を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
希
望
者
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
大
月
募
集

事
務
所

電
話

０
５
５
４
―
２
２
―
１
２
９
８

入隊後約1年で
3等陸・海・空尉
大学院修士学位取得
者は2等陸・海・空尉
　

免許取得後
歯科は2等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約1
年で3等陸・海・空尉

　
3年間で50日間訓練
参加後予備自衛官と
して任用

　
2年間で10日間訓練
参加後予備自衛官と
して任用

22歳以上26歳未満
の者（22歳未満の者
は大卒（見込含））

　
専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満
（薬剤は26歳未満の
者（薬学修士学位取
得者は28歳未満））
　

18歳以上
34歳未満の者

18歳以上
保有する技能に応じ
53～55歳未満の者

H16年
4月上旬～
5月上旬

　

第1回
H16年
1月13日～
4月9日

第2回
H16年
7月20日～
10月15日

　
H16年5月下旬

　

第1回
H16年4月中旬

第2回
H16年10月中旬

第1回で採用予定者
に達した場合、第2
回は実施しない

願書受付期間
募集種目 資格

第１次試験 概　　要

URL　http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp　E-mail　hp1@yamanashi.plo.jda.go.jp

歯
科
・
薬
剤

一
般

技
能

一
般
・
技
術幹

部
候
補
生

予
備
自
衛
官
補

区分

平成16年度自衛官等募集案内

春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

県
民
文
化
祭

「
第
十
回
み
ん
な
の
手
芸
展
」

自
衛
官
等
募
集
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検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
人
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
い
つ
か
は
審
査

員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
の
主
な
仕
事
は
、
交
通
事

故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
て
、警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と（
不
起
訴
）に
つ
い
て
、そ
の
処
分
に
不

満
で
あ
る
被
害
者
等
か
ら
申
立
等
が
あ
っ

た
場
合
に
、そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
査
申
立
等
に
つ
い
て
の
ご
相
談
又
は

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
裁
判
所
内

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話

０
５
５
２
―
３
５
―
１
１
３
１

一
月
二
十
一
日
に
上
野
原
町
商
工
会
館

に
お
い
て
、「
北
都
留
青
色
申
告
宣
言
の
街
」

推
進
委
員
会
主
催
の
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
り
、
丹
波
中
学
校
か
ら
次
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
銀
賞
（
丹
波
山
村
商
工
会
長
賞
）

田
中
　
　
綾
さ
ん

◆
銅
賞
（
推
進
委
員
長
賞
）

田
中
　
志
歩
さ
ん

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
次
の
よ
う
な
場
合
の
方
で
す
。

★
一
般
の
方

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
不
動
産
所

得
な
ど
が
あ
る
方
、
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会

員
権
及
び
株
式
等
を
譲
渡
し
た
方
な
ど

で
、
平
成
十
五
年
中
（
一
月
〜
十
二
月
）

の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得

控
除
（
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
、
配
偶

者
控
除
な
ど
）
を
差
し
引
い
た
金
額
を
基

礎
と
し
て
計
算
し
た
税
額
が
定
率
減
税
額

な
ど
と
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

★
給
与
所
得
の
あ
る
方

①
給
与
収
入
が
二，

〇
〇
〇
万
円
を
超

え
て
い
る
方

②
給
与
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
方

で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

方
で
、
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と

給
与
所
得
以
外
の
所
得
と
の
合
計
額

が
二
十
万
円
を
超
え
て
い
る
方

④
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
、
ま
た
平
成
十
五
年
の
中
途

で
退
職
し
て
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ

た
方

こ
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
さ
れ
る
方
は

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

給
与
所
得
の
あ
る
方
、
農
業
所
得
の
あ

る
方
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
等
、
平

成
十
五
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方
は
役
場

総
務
課
ま
た
は
丹
波
山
村
商
工
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う

と
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
金
の
他

に
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告

は
正
し
く
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、

二
月
十
六
日
（
月
）
〜

三
月
十
五
日
（
月
）

・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、

二
月
二
日
（
月
）
〜

三
月
十
五
日
（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
と
納
税
は

三
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

丹
波
山
村
の
村
税
の
な
か
に
「
軽
自

動
車
税
」
と
い
う
税
目
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
税
は
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動

車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型

自
動
車
に
か
か
る
税
で
、
丹
波
山
村
の
貴

重
な
収
入
源
で
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー

が
「
丹
波
山
村
」
以
外
の
方
、
又
は
軽

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
「
山
梨
」
以
外

の
方
は
買
い
替
え
時
等
に
ナ
ン
バ
ー
変
更

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
車
の
ナ
ン
バ
ー
」

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

税
を
知
る
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

確
定
申
告
は
お
早
め
に

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 1台あたりの税額
50㏄以下 114台 108台 101台 100台 96台 1,000円
50～90㏄ 6台 6台 5台 5台 8台 1,200円
90㏄～ 0台 0台 0台 2台 1台 1,600円
2輪車 4台 6台 7台 7台 4台 2,400円
乗用車（自家用） 37台 39台 50台 57台 67台 7,200円
貨物車（営業用） 1台 1台 1台 1台 1台 3,000円
貨物車（自家用） 131台 141台 140台 150台 144台 4,000円
特殊作業用 1台 1台 2台 2台 2台 4,700円
2輪の小型自動車 7台 7台 6台 7台 8台 4,000円

計 301台 309台 312台 331台 331台
税　額　計 956,900円 1,010,100円 1,080,200円 1,176,800円 1,219,600円

丹波山村の軽自動車台数と税額
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■
犯
罪
抑
止
総
合
対
策
推
進
中

侵
入
盗
、
車
上
狙
い
、
事
務
所
荒
ら

し
、
乗
り
物
盗
（
車
・
バ
イ
ク
・
自
転

車
）
な
ど
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

他
県
で
は
、
一
般
民
家
よ
り
散
弾
銃

及
び
実
弾
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
。
丹
波
駐
在
所
で
も
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
を
推
進
中
で
あ
り
ま
す

が
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
主
防
犯
意
識
を
高

め
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
安
全
ま
ち
づ

く
り
。
不
審
者
・
不
審
車
両
の
目
撃
情

報
は上

野
原
警
察
署

０
５
５
４
―
６
３
―
０
１
１
０

丹
波
駐
在
所

０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
０

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
急
を
要
す
る
時

は
迷
わ
ず
「
１
１
０
番
」
を
！

■
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

凍
結
道
路
に
お
け
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
夜
間
・

早
朝
時
や
橋
の
上
、
山
の
陰
や
ト
ン
ネ
ル

出
口
等
で
は
、
雪
解
け
水
や
霜
に
よ
る
凍

結
か
ら
大
変
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
の
た
め
に

○
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
る
。

（
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
）

○
凍
結
が
予
測
さ
れ
る
場
所
の
手
前
で
の

十
分
な
減
速
。

○
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
に

し
な
い
。

○
前
車
と
の
車
間
距
離
を
十
分
に
取
る
。

○
道
路
標
識
や
情
報
板
に
注
意
し
、
交

通
規
則
を
遵
守
す
る
。

こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。ま
た
、発
進
時

に
は
ゆ
っ
く
り
発
進
し
、駆
動
輪
の
急
激

な
回
転
を
避
け
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・

架
空
債
権
請
求
事
案
等
多
発
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
事
件
に
つ
い
て
は
、昨

年
、県
内
に
お
い
て
若
者
グ
ル
ー
プ
が
摘

発
さ
れ
ま
し
た
が
、全
国
的
に
は
、ま
だ
ま

だ
多
数
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
ま
す
。
電

話
や
ハ
ガ
キ
、電
報
等
を
利
用
し
、お
孫
さ

ん
や
お
子
さ
ん
等
身
内
を
装
っ
て
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

○
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
相
手
方
の
怪

我
の
治
療
費
や
車
の
修
理
代
金
が
至
急

必
要
。

○
息
子
が
金
を
返
さ
な
い
の
で
人
質
に
預

か
っ
た
。
直
ぐ
金
を
振
り
込
め
。

○
孫
が
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
る
。
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
孫
が
ど
う
な
る
か
分

か
ら
な
い
。

○「
最
終
通
告
」「
手
荒
い
手
段
」「
強
制
回

収
」「
自
宅
・
会
社
ま
で
回
収
に
行
く
」

○
裁
判
所
を
名
乗
っ
て
、
借
金
や
未
払

い
料
金
を
督
促
す
る
。

○
警
察
官
を
名
乗
り
、
交
通
事
故
や
痴
漢

等
事
件
事
故
の
示
談
金
を
要
求
す
る
。

等
の
手
口
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
は
、
家
族
や
親
類
等

の
安
否
を
気
遣
う
皆
さ
ん
の
優
し
い
気
持

ち
に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
手
口
で
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

○
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ
な
い
。

○
相
手
の
身
分
や
要
件
を
し
っ
か
り

聞
く
。

○
電
話
や
ハ
ガ
キ
等
が
き
て
も
、
慌
て
ず

落
ち
着
い
て
対
処
し
、
不
審
に
思
っ
た

ら
家
族
や
知
人
、
役
場
、
警
察
等
に

相
談
す
る
。

○
現
金
を
振
り
込
む
前
に
、
も
う
一
度
相

手
を
確
認
す
る
。

等
が
必
要
で
す
。
不
審
な
電
話
や
ハ
ガ

キ
等
が
あ
っ
て
も
、
び
っ
く
り
せ
ず
に
落

ち
着
い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

駐
在
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

丹
波
山
村
に
は
「
丹
波
山
村
手
数
料

条
例
」
と
い
う
条
例
が
あ
り
、
住
民
票

（
謄
本
、
抄
本
な
ど
）
や
印
鑑
証
明
、

評
価
証
明
に
は
一
通
又
は
一
件
に
つ
き

あ
る
一
定
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
が

記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
手
数
料
を
徴
収

す
る
事
項
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
課
関
係

○
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付

一
通
に
つ
き

４
５
０
円

○
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
全

部
又
は
一
部
を
証
明
し
た
書
面
の
交
付

一
通
に
つ
き

４
５
０
円

○
除
か
れ
た
戸
籍
の
謄
本
又
は

抄
本
の
交
付一

通
に
つ
き

７
５
０
円

○
除
か
れ
た
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る

事
項
の
全
部
又
は
一
部
を
証
明
し
た

書
面
の
交
付一

通
に
つ
き

７
５
０
円

○
犬
の
登
録

一
頭
に
つ
き

３，

０
０
０
円

○
印
鑑
に
関
す
る
証
明

一
件
に
つ
き

３
０
０
円

総
務
課
関
係

○
所
得
証
明
書一

通
に
つ
き

３
０
０
円

○
納
税
証
明
書一

通
に
つ
き

３
０
０
円

○
評
価
証
明
書
は
土
地
と
家
屋
合
わ
せ

て
七
筆
ま
で
を
一
件
と
し
、

一
件
に
つ
き

３
０
０
円

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
証
明

書
等
の
必
要
な
方
は
あ
ら
か
じ
め
役
場

に
連
絡
し
、
窓
口
で
は
身
分
証
や
印

鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
等
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

戸
籍
謄
本
は
一
通
に
つ
き
何
円
だ
っ
け
？
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★丹波中学校「卒業式」は3月12日（金）です。

木下　澄香さん（浩一さん・奥秋）

河村　直人くん（透さん・高尾）

舩木　隆嘉くん（努さん・保之瀬）

河村　　洋くん（義信さん・鴨沢）

田辺　浩康くん（新一さん・奥秋）

★丹波小学校「卒業式」は3月23日（火）です。

木下　　潤くん（浩一さん・奥秋）

橋詰　浩貴くん（昭人さん・高尾）

坂本　茉由さん（尚子さん・奥秋）

岡部登志子さん（康平さん・鴨沢）

岡部　　咲さん（秀樹さん・奥秋）

★丹波山村保育所「卒所式」は3月26日（金）です。

菅野　愛子ちゃん（夏子さん・鴨沢）

木下　恵香ちゃん（修一さん・奥秋）

木下　美里ちゃん（喜人さん・奥秋）

木下　真実ちゃん（浩一さん・奥秋）

河野　宏美ちゃん（嘉彦さん・奥秋）

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
三
月

に
な
り
急
に
春
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
三
月
と
い
え
ば
「
卒
業
シ
ー

ズ
ン
」。
丹
波
中
学
校
三
年
生
五
名
は
住

み
な
れ
た
丹
波
山
村
を
巣
立
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
き
始
め
ま
す
。

丹
波
小
学
校
六
年
生
五
名
は
六
年
間
通

い
続
け
た
小
学
校
を
卒
業
し
、
四
月
か
ら

新
し
い
学
生
生
活
が
待
っ
て
い
る
丹
波
中

学
校
へ
、
丹
波
山
村
保
育
所
ゆ
り
組
児
五

名
は
通
い
慣
れ
た
保
育
所
を
卒
所
し
、
四

月
か
ら
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
小
学
校
に
入
学
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
保
育
所
、
学
校
生
活
が
残
り
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
が
精
一
杯
通
っ
て
思
い
出

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
財
政
再
建
団
体
」
っ
て
何
な
の
？

お
答
え
し
ま
す
。

昭
和
三
十
年
に
「
地
方
財
政
再
建

促
進
特
別
措
置
法
」
と
い
う
法
律
が

制
定
さ
れ
、
市
町
村
で
は
赤
字
額
が

一
定
規
模
（
標
準
財
政
規
模
の
二

十
％
）
を
超
え
る
と
「
財
政
再
建
団

体
」
と
な
り
ま
す
。
企
業
で
言
え
ば
、

破
産
状
態
で
会
社
更
生
法
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
財
政
再
建
団
体
に

な
っ
た
場
合
、
自
主
再
建
方
式
と
準

用
再
建
方
式
の
二
種
類
の
選
択
肢
が

あ
り
ま
す
。

・
自
主
再
建
方
式

自
治
体
が
自
ら
「
再
建
計
画
」
を

立
案
し
実
行
す
る
。
地
方
債
の
発
行

に
つ
い
て
は
制
限
を
受
け
る
た
め
、
災

害
復
旧
事
業
な
ど
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の

事
業
が
実
施
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
国

か
ら
の
財
政
支
援
や
法
令
上
の
優
遇

措
置
も
な
し
。

・
準
用
再
建
方
式

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
実
行
す
る
。
議
会
の
承
認

と
総
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
「
財

政
再
建
計
画
」
に
よ
り
予
算
編
成
を

し
、
財
政
の
建
て
直
し
を
す
る
。
地

方
債
の
発
行
の
制
限
は
受
け
な
い
の

で
、
再
建
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実

施
。
再
建
団
体
に
な
っ
た
場
合
は
、

こ
ち
ら
の
方
式
を
選
択
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

丹
波
山
村
が
も
し
「
再
建
団
体
」

に
な
っ
た
場
合
、
国
の
指
導
や
監
督

の
下
で
「
財
政
再
建
計
画
」
を
作
り
、

歳
入
歳
出
は
厳
し
く
見
直
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
主
体
的
な
自
治
能
力
を
失

い
ま
す
。
歳
入
で
は
保
育
料
な
ど
の
使

用
料
や
各
種
手
数
料
な
ど
は
国
の
基

準
又
は
類
似
団
体
、
近
隣
の
自
治
体

で
最
も
高
い
金
額
を
徴
収
し
て
い
る
自

治
体
と
同
一
と
な
り
、
村
民
の
負
担

は
確
実
に
増
加
し
ま
す
。
歳
出
に
つ

い
て
も
、
村
で
実
施
し
て
い
る
事
業
の

廃
止
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
削

減
・
廃
止
、
環
境
・
教
育
・
福
祉
な

ど
住
民
に
身
近
な
事
業
は
、
類
似
団

体
や
近
隣
自
治
体
の
中
で
最
も
低
い

水
準
の
自
治
体
と
同
程
度
と
な
り
ま

す
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

「
再
建
団
体
」
に
転
落
し
な
い
よ
う
今

後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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今までは、世帯に一枚 これからは一人に一枚

　保険証（国民健康保険被保険者証）はみなさんが国保に加入している証明書
であり、お医者さんにかかるときの受診券の役目もする大切なものです。
　今までは、一世帯に一枚の保険証が交付されていましたが、被保険者のみな
さんに便利なように、一人一枚のカード様式の保険証が交付されます。

　新しい保険証は被保険者一人に一枚の
カード様式で発行されますので、新しい
保険証を受け取ったら各自が記載内容を
確認しておきましょう。

保険証を受け取ったら記載内容の確認を

記　　号　　□□□□　　　　　　番　号　□□□□　

氏　　名　　丹波　太郎　　 性　別　男
生年月日　　昭和　○年○月○日
資格取得年月日　　昭和　○年○月○日
交付年月日　　昭和　○年○月○日
住　　所　　山梨県北都留郡丹波山村

保険者番号　　□□□□ － □□□□

保険者名　　丹波山村　住民課

国民健康保険被保険者証

印

有効期限　平成　年　月　日

●記載されている氏名・生年月日・住所など
　に誤りがないか確認。
●保険証の記号・番号を別のところに記録し
　ておきましょう。
●裏面の注意事項をよく読んでおきましょう。

例
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　現在、我が国においては、エイズに対する正しい知識と理解の不足から、ＨＩＶ

感染者に対して、医療現場における診療拒否や無断検診のほか、就職拒否や職場解

雇、アパートヘの入居拒否・立ち退き要求、入園・入学や登園・登校の拒否など、

社会生活の様々な場面において人権問題がおきています。

　エイズに対する誤った認識や偏見をなくし、ＨＩＶ感染者が偏見や差別に苦しむ

ことのないよう正しい知識をもちましょう。

エイズ（ＡＩＤＳ）は、正式な病名を
「後天性免疫不全症候群」といい、Ｈ
ＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）という
ウイルスによって人体に備わっている
抵抗力が低下し、そのために現
れる様々な病気の総称です。

主な感染のしかたは、
①感染者との性行為（感染原因のト
　ップ）
②感染者との注射器・針の共用（覚せ
　い剤等による注射の回し打ち）
　　③母子感染（感染者の母親の出
　　　産や、その母親の母乳から）です。

エイズって
いったいどんな病気なの？

ＨＩＶは
どのようにしてうつるの？

感染しても自覚症状がない状
態（6ヵ月～15年以上）の人をキャ
リア（感染者）といい、外見はほとんど健
康なので、感染に気づかないことが多く
あります。その後、体の調子がおかしく
なり、寝汗や発熱、下痢などの症状がし
つこく続くようになります。これらの症
状をエイズ関連症候群（ARC）といいま
す。さらに体の抵抗力が弱まって、日和
見感染症（カリニ肺炎、カンジダ症）、悪
性腫瘍（カポジ肉腫）や神経障害があら
われ、この時期をエイズ（患者）と呼ん
でいます。

ＨＩＶは性交渉以外の日常的接触で
感染した例はないので、ＨＩＶ感染
者やエイズ患者を恐れたり避ける必
要はありません。正しい知識でエイ
ズ予防に努めましょう。
①無防備な性交渉を避ける。
②コンドームを正しく使う。
③覚せい剤・売買春等の行為はしな
　い。
性的感染を防ぐ最も確かな方法は、
より安全な性行為を心がけること
です。

ＨＩＶに感染したら
どうなるの？ ＨＩＶ感染を防ぐには

どうすればよいの？

エイズの
知識
Ｑ＆Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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東海地震に関連する情報

－防災対応等に結びつく情報－



（15） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第103号

平成15年12月20日（土）に、丹波山村保
育所児による「クリスマスお楽しみ会」が
中央公民館で行われました。子どもたちに
よる劇は名演技に涙し、一生懸命さが伝わ
るものでした。歌は大きな声で元気にみんな
仲良く発表していました。また、保護者に
よるお楽しみ劇場「かさじぞう」は爆笑し
てしまうほど楽しく、会場は大きな笑いに包
まれていました。突然、中村サンタクロー
スが現れ子どもたちはプレゼントを手にして
喜んでいました。子どもたち、保護者の皆
さん、先生方がひとつになったとても楽しく
和やかな時間を過ごしました。

元気いっぱい 風の子スキー
１月８日から２泊３日の日程で、群馬県水上宝台樹スキー場
で「風の子スキー教室」が行われました。小学４年生から中学
２年生までの26名が元気いっぱい白銀のゲレンデを滑っていま
した。初めてスキーをした人もスキー場の指導者による「実技
研修スクール」に入校し、最終日にはスイスイと滑れるように
なりスキーの楽しさがわかったようでした。

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

▲みんな、ご苦労様でした

▲みんな可愛いな～

▲楽しかった「かさじぞう」

▲保之瀬地区法興寺のお地蔵様

▲気持ちが良くて思わず「ヤッホー」

▲位置について、ヨ～イ・ドン ▲２泊３日はあっという間だな～と思いながら「ハイ・ポーズ」
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▲古屋
ふ る や

幸乃
ゆ き の

ちゃん（３歳）
生年月日 平成12年10月19日

（上組・昌信さん）

▲舩木
ふ な き

歩
あゆみ

ちゃん（３歳）
生年月日 平成12年６月27日
（保之瀬・和久さん）

平成15年12月1日から平成
16年2月18日までに受理したも
のです。（敬称略）

おくやみ ご冥福をお祈り申し上げます

・舩木セイ子　78歳〔保之瀬〕
・小林ためよ　83歳〔保之瀬〕
・青柳　孝明　75歳〔鴨　沢〕
・坂本　悦男　78歳〔上　組〕
・橋詰ハルコ　93歳〔高　尾〕
・舩木　　勇　84歳〔押垣外〕
・廣瀬九二夫　87歳〔下　組〕

新春を祝う１月７
日のお松引きが奥秋
地区、高尾地区、押

垣外地区、丹波地区で行われました。各家々に飾られ
た門松をそれぞれの集積所に運び修羅（Ｙ字型の木ぞ
り）の上に積み上げ山車をつくり、「今年も良い年にな
れよ～」と願いを込めて「ヨーイヨイ」と木遣り音頭
にあわせて引き回しました。「今年は去年より山車の大
きさが小さくなっているな～」という声が各地区で聞か
れ、ちゃっぴりさみしい気持ちにもなりましたが丹波山
村の大切な伝統行事をこれから先も続けていきたい。
そう願いながら「エンヤラヤー」とお松を引いていた方
も多かったと思います。

お松引き

▲奥秋地区

▲丹波地区

▲高尾地区 ▲押垣外地区


